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１Ｄ０１ 

バックキャストを用いたライフスタイルデザイン手法とその有効性 

 
○古川柳蔵（東北大学大学院） 

 

 

 
1. はじめに 

 
東北大学では，2003 年 4 月に，東北大学大学院

工学研究科旧地球工学専攻と材料工学専攻の領

域が中心となり，工学研究科の各専攻，理学研究

科，国際文化研究科や附置研・センター等が参加

し，大学院環境科学研究科が設置された。現在、

12 年目に入る。東北大学は伝統的に材料の領域が

強く，工学系の環境冠大学院としては特徴的であ

る。本研究科は，工学を基盤とする環境科学，す

なわち，自然科学の応用や社会とのかかわりを含

む環境科学を教育する日本初の文理融合型総合

的研究教育組織として誕生し，エネルギー･資源

という産業基盤と持続的な社会構造基盤を構築

できるグローバルかつ鳥瞰的視点を持った人材

教育を行ってきた。環境科学研究科は環境科学専

攻の一専攻からなり，地域環境・社会システム学

コース，地球システム・エネルギー学コース，環

境化学・生態学コース，物質・材料循環学コース

の 4 コースで発足した。 
さらに,環境科学研究科設立後，正規のプログラ

ムとは別に，外部資金等により特別プログラムが

複数運用されてきた。主に社会人を対象とした科

学技術振興調整費新興分野人材養成プログラム

｢高度環境政策・技術マネジメント人材育成ユニ

ット｣（2005 年採択）がそのうちの一つである。

エネルギー･資源危機などグローバルな環境問題

を見据え，企業戦略，技術開発および行政におい

ては環境政策の立案までを総合的に学び，リーダ

ーとして実践可能な人材を供給する日本初の教

育プログラムである。本プログラムは 2009 年 3
月に終了し，2010 年 4 月から後継として,本研究

科内に「環境政策技術マネジメントコース」が新

規に設置され，正規コースとして位置づけられた。

外部資金のプログラムが軌道に乗り,内部の教員

を主体に教育する体制を整備した。この高度環境

政策・技術マネジメント人材養成ユニット及び環

境政策技術マネジメントコースの教育では,本稿

で注目するバックキャストによるライフスタイ

ルデザイン手法を習得し,実践に活かす教育を継

続してきた。 
また,同じ手法の教育を行い,環境リーダー養成

プログラムとして,対象を主に博士課程 2 年生に

照準を当てた類似の教育プログラムである RESD
（ Regional Environment and Sustainable 
Development）Certicate program を立ち上げ,これ

も現在も継続されている。これは，清華大学（中

国），同済大学（中国），KAIST（韓国），POSTECH
（韓国），東京大学生産技術研究所，京都大学な

らびに東北大学の環境関連大学院を参加メンバ

ーとしてスタートした国際プログラムである。現

在は,いくつか大学が入れ替わったものの,継続し

ている。本プログラムは，環境問題を俯瞰的に理

解し，最適な解を創出できる人材を養成するため

に，アジアの複数の大学間で連携して現地調査を

含んだ集中的な実践教育を行い，将来の国の政策

や企業の戦略を立案し，組織を牽引する役割を果

たす人材を創出するものである。養成対象は博士

課程レベルの環境分野を専門とする若手研究者

で，参加大学からトップクラスの学生を毎年 2 名

程度（計 12 名程度）選定し，国の政策や企業の

戦略を立案できるアジアの環境リーダーを養成

する。学位の認定は各大学が行う。幹事校は持ち

回りで担当する。各大学から選抜された博士課程

中心の学生たちが約 1 ヶ月間（現在は,各国 1 週間

の合計 3 週間），日，中，韓の 3 カ国で寝食を共

にしながら各国の環境に関する現状や将来展望

に関する講義，見学などに参加する。参加者同士

は深い絆で結ばれ，この人間関係は将来の大きな

糧となることが期待される。アジアの環境リーダ

ー育成プログラムとしては新しい試みであり，既

に，修了生の間のネットワークが強固に構築され

ている。このプログラムの一環として,東北大学を

滞在する期間には,バックキャストによるライフ

スタイルデザイン手法の教育を行ってきた。 
 
2 バックキャストによるライフスタイルデザイ

ン 
 
本研究科のコースやプログラムにおいて,新し

い環境分野のビジネスシステムを考案するため

に用いる手法として,バックキャストを取り入れ

た。これは,地球 1 個分という将来の環境制約を前

提に現在を見直す手法である。本コースでは，バ

ックキャストを用いて，低環境負荷なライフスタ

イルをデザインし,イノベーションを起こす手法

して，経営姿勢を積極的にさせる効果を有してい

る可能性がある。 

 

表１０ 産学共同研究の経験の効果やメリット 

（a.事業内容） 
回答数 割合

既存事業の付加価値が高まった 250 49.6%
新規事業（市場に無かった製品・サービ
ス）に進出した

158 31.3%
新規事業（市場には存在したが、自社に
とって新しい事業）に進出した

155 30.8%
既存事業が拡大した 106 21.0%
既存事業のコストが低減した 33 6.5%
効果はなかった 39 7.7%
その他 31 6.2%
合計 504 100%

　　（複数回答）  
（b.研究開発） 

回答数 割合

自社にはない技術が得られた 269 53.7%
大学の学生・研究者の協力が得られた 263 52.5%
問題の原因や解決の糸口が得られた 197 39.3%
優れた研究設備を利用できた 158 31.5%
研究開発の費用低減につながった 106 21.2%
研究開発がスピードアップされた 88 17.6%
研究開発の進め方（マネジメント）が分
かった

81 16.2%
その他 11 2.2%
合計 501 100%

　　　（複数回答）  
（c.経営姿勢） 

回答数 割合

技術開発に対して、より積極的になった 250 50.1%
新規事業や新製品の企画・開発に、より
積極的になった

248 49.7%
外部との連携に対して、より積極的になっ
た

240 48.1%
外部の情報（技術情報・市場情報など）の
入手に、より積極的になった

192 38.5%
その他 10 2.0%
合計 499 100%

　　　（複数回答）  
 

3.5 産学共同研究を成功させるポイント 

 産学共同研究を行っている中小企業にそれを 

 

 表１１ 産学共同研究を成功させるポイント 

企業の経営者の積極性 55.8%
ものづくりの技術力 48.9%
開発した商品や事業の営業・販売力 46.8%
具体的な研究開発テーマの企画力 38.3%
新製品や事業の企画力 36.7%
あきらめずに最後まで研究開発すること 27.1%
社外との研究チームの構築力 14.9%
社員に対する経営者のリーダーシップ 5.9%
その他 2.8%
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(3つ以内の複数回答)  

成功させるポイントを聞いた結果が表１１であ

る。「経営者の積極性」が第 1 になっていること

及び，「ものづくりの技術力」や「営業・販売力」

といった企業経営の基本的な力が研究開発や新

製品の企画力などよりも重視されていることが

注目に値する。 

 

４．考察とまとめ 

 従来，大企業中心にイノベーションが論議され

ることが多く，中小企業の産学連携の実態につい

ての調査研究は少なかったが，今回の調査で，中

小企業と大学との産学共同研究の姿を示すこと

ができた。調査結果において，企業自身が連携相

手を探すなど主体的な取り組みを行っており，経

営者の積極性が重要であることなどは注目すべ

きである。 

 近年，企業のダイナミック・ケイパビリティが

経営戦略として注目され，多くの研究が行われて

いる[4][5][6][7]が，それらの研究でも外部とのネ

ットワークを構築する能力（関係ケイパビリテ

ィ）が重視されている。こうした能力は，中小企

業では特に重要と考えられる。 

今後とも事業環境の変化は激しいと考えられ，

このような時代には，中小企業などの小規模組織

が，機動性・柔軟性と関係ケイパビリティを活か

して，外部とのネットワークを構築し，イノベー

ションを起こしていくことが経済活力の源泉で

ある。そのため，今後，中小企業がさらに産学連

携を積極的に活用することが期待される。 
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2 年間に 1 回のプロジェクトを実施し，Term Paper
を提出する。学生がこの VPP を実施するに当たっ

て,バックキャスト手法を使用することを繰り返

し指導した。その結果,多くの新しいビジネスシス

テム提案があった。 
 
4. フォローアップ調査の実施 

 
2011 年度に高度環境政策技術マネジメント人

材養成ユニットの修了生及び環境ＰＯ認定者の

フォローアップ調査を実施した。本ユニットが終

了したのは 2009 年なので,終了後約 2 年経過した

段階でのフォローアップ調査となる。 
 
4.1 調査項目 

フォローアップ調査については,以下の項目で

調査を行った。調査方法は,対面式で聞き取り調

査を行った。 

1)アウトプット（直接的な効果） 

・在学中に OJT や VPP で構想したビジネスシステ

ムが実現したか（内容,規模,フェーズ） 

2)アウトカム（取得スキルから生み出された効

果） 

・身に付けたソリューション創出スキルが,所属

企業内や社会活動で活かされているか。 

例）新事業立ち上げ（内容,規模）,プロジェク

ト実施（内容,規模）,組織変革（内容）,

起業（内容,規模）,出版,論文,講演,報道発

表など 

3)インパクト（その他の間接的な効果） 

・学んだことを他の人に教育や共有したか 

・修了生と連携した活動を行ったか 

・学んだことが、業務において活かされたか 

・学んだことに基づき、環境関連の活動の幅が広

がったか 

・知人に紹介したか 

4)昇格・キャリアアップ 

・希望する環境関連組織へ異動したか 

・環境関連組織で昇格したか 

・環境関連組織ではないが所属する組織で昇格し

たか 

・転職してキャリアアップしたか 

5)その他 

 

4.2 調査対象 

 

高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニ

ット修了生（2005 年度入学生～2009 年度入学生）

44 名を対象として、調査依頼を行い,その結果,17

名について聞き取り調査を実施した。この 17 名

のうち,6 名が環境ＰＯ認定者であった。この期間

の修了生のうち、環境ＰＯ認定者は合計 8名であ

った。 

 

4.3 調査結果 
 

調査結果を整理すると以下の８つの点が明ら

かとなった。波及効果を示したものが図2である。 

 

1） 2009年度実施のJST事後評価時点と比較

して,2 年経過後の現在では,さらに高度環

境政策技術マネジメント人材養成ユニッ

トにおける教育の波及効果が広がってい

る。 
2） 環境ＰＯ認定者 5 名の波及効果の方が,他

の調査対象者の修了生の波及効果よりも

広がりがあった。 
3） 手法型 VPP を実施した環境ＰＯの方が,

テーマ型 VPP を実施した環境ＰＯの方よ

りも波及効果の広がりがあった。手法型

VPP とは新提案のビジネスシステムの内

容が手法に特化したもので,新しいテーマ

に特化したものをテーマ型 VPP とした。 
4） 波及効果の広がりには,リーダー的広がり,

ビジネス的広がり,スキル的広がり,手法

的広がりの 4 タイプが存在した。 
5） リーダー的広がり及びスキル的広がり

は,2011 年度の時点では,波及効果の測定

が限定的になっている。長期的には波及効

果が拡大する可能性がある。 
6） 波及効果の種類には,起業,新規事業立ち

上げ,手法開発,プロジェクト実施,プロジ

ェクト提案,出版,受賞,報道,講演,講義,転
職,異動,重役昇進,進学,後輩指導,スキルが

業務に活きる,研究継続,商品開発,組織づ

くり,人脈拡大,視点拡大があった。 
7） 環境ＰＯ認定制度を導入したことにより,

環境ＰＯ認定者が,在学生の指導を積極的

に行い,社会人・一般学生の縦のつながり

を強化することができた。その結果,本ユ

ニット修了後も,2 週間に 1 回の朝の勉強

会に修了生が参加し,環境問題に関する議

論を 8 年間継続しているという効果もみ

られた。 
8） 環境ＰＯ認定者やその成果が賞を受賞し

（2014 年グッドライフアワード 環境大

臣賞 グッドライフ特別賞受賞,2013 年グ

ッドデザイン・ベスト 100 に選定。特別賞

「グッドデザイン・未来づくりデザイン

賞」受賞,第 3 回生物多様性日本アワード

優秀賞受賞。）,環境ＰＯ認定者が在学生の

目標になっているという効果もみられた。

を 2 年間かけて学生にトレーニングしている。本

手法では，第 1 ステップとして，将来の環境制約

条件，例えば，人口，エネルギー，資源，地球温

暖化，水，食料等というトレンドを可能な限り，

信頼のある国のデータ等を用いて定量的に把握

し，次に，この環境制約条件のもと，考えられる

社会状況を描く。続いて，バックキャスティング

を行う。将来に自分を置き，現在を見つめ,このま

まいくと発生するだろう問題を発見する。特に,
現在のこのライフスタイルは,将来の環境制約下

では実現できないという継続が困難なライフス

タイルにおける問題を発見するのである。そして、

ここで取り上げた問題となる現在のライフスタ

イルが将来実現しないと考えた理由があるはず

であり,実現を妨げる壁を分析し,その壁を越える

方法を探し，最後は，その方法を含んだ心豊かな

ライフスタイルを描くのである。そして,そのライ

フスタイルの実現に必要な商品，サービス，ビジ

ネス,政策等を考案する（図 1）。 

４．壁を越える
方法を探す

３．このままいくと発生するだろう
問題を見つける

１．環境制約条件 －地球1個分－
２．将来の社会状況

実現を妨げる壁

バックキャスティング

５．心豊かな
ライフスタイルを描く

現在 将来

ライフスタイルの問題

 
 
図 1 バックキャストによるライフスタイルデザ

イン手法 
 

例えば，将来エネルギー価格が上昇した社会状

況を想定する。そのような社会では，現在のよう

に自由にテレビ，テレビゲーム，エアコン，冷蔵

庫などの家電製品を使ったライフスタイルが実

現できなくなるという問題が発生する可能性が

高い。ライフスタイルの実現を妨げる壁は，電力

会社から購入している電力のみで暮らしている

電力供給の仕組みである。その壁を越えて，再び

テレビゲームをする楽しい暮らしを考えてみる。

例えば，自分の家で太陽光パネルを設置し，家に

設置した蓄電池に電気をためて，その電気がある

限り，テレビゲームをするという自然エネルギー

を家庭内に導入した新しい心豊かなライフスタ

イルを描くことができるのである。そのために必

要な技術は，自然エネルギーを効率的に蓄電する

電池技術，家庭内の蓄電池からテレビゲームの電

源になるようにつなげるケーブル，自然エネルギ

ーがどれだけたまったのかを見えるようにする

技術，電池のメンテナンスサービスなど様々な技

術，製品，サービスが考えられてくる。バックキ

ャストを用いることで，自分の家で発電，蓄電し，

エネルギー価格を気にせずに自由に楽しみに利

用する新しいライフスタイルが考案できるので

ある。 
他にも,例えば,高齢化社会が到来する将来には,

独居老人が増加する。食費も増大し,エネルギー価

格の増大により,レストランで食事をするのも高

価になる可能性が高い。自分で育てて作るスキル

を失った人々は,心豊かな食事をすることが困難

になる。そこで,公民館などで高齢者が集い,家庭

菜園で育てた野菜を持ち寄り,高齢者からその地

方で伝承されている調理方法や食事を教わるよ

うな異世代交流をしながら食事で集うライフス

タイルが考案できる。独居老人が一人で孤立した

社会よりも心豊かなライフスタイルになるであ

ろう。 
このようにして,バックキャストにより,将来の

ライフスタイルを描く手法をトレーニングし,こ
のライフスタイルを実現する新しい環境ビジネ

スや環境技術を考案することができるのである。 
 
3. 高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニ

ットの養成人材 
 
高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニ

ットでは，「環境課題を解決する企業・行政のビ

ジネスシステムを創出できる人材」を養成し，修

士（環境科学）の学位を授与するものとビジョン

を設定した。その中から，特に優れた問題設定力，

鋭い洞察力，豊かなソリューション立案力，コミ

ュニケーション力，実践力を有するものに対して

「環境 PO（Program Ofcer）認定」を授与するシ

ステムを構築した。対象は主に企業や行政機関の

幹部候補生を想定し，既存のビジネススキルの上

に，環境スキルを付与する教育を想定した。 
大きな教育の特徴の一つとして、VPP(Virtual 

Pilot Project)がある。2010 年以降は呼び方を

PSS(Project for Sustainable Solutions)に修正したが,
課題内容は変更されていない。これは，独自に開

発した教育プロジェクトであり，｢課題を自ら設

定し，変化する 環境状況の中で問題点を認識し，

情報収集を行い，さらに制約因子（時間，コスト，

人，資源）を明確にした後に，最適ソリューショ

ンの提示を行う｣プロジェクトである。バーチャ

ルな課題を設定するだけでなく，実際の企業が抱

える課題を企業と連携することによって取り上

げ，プロジェクトを実施することも可能である。
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2 年間に 1 回のプロジェクトを実施し，Term Paper
を提出する。学生がこの VPP を実施するに当たっ

て,バックキャスト手法を使用することを繰り返

し指導した。その結果,多くの新しいビジネスシス

テム提案があった。 
 
4. フォローアップ調査の実施 

 
2011 年度に高度環境政策技術マネジメント人

材養成ユニットの修了生及び環境ＰＯ認定者の

フォローアップ調査を実施した。本ユニットが終

了したのは 2009 年なので,終了後約 2 年経過した

段階でのフォローアップ調査となる。 
 
4.1 調査項目 

フォローアップ調査については,以下の項目で

調査を行った。調査方法は,対面式で聞き取り調

査を行った。 

1)アウトプット（直接的な効果） 

・在学中に OJT や VPP で構想したビジネスシステ

ムが実現したか（内容,規模,フェーズ） 

2)アウトカム（取得スキルから生み出された効

果） 

・身に付けたソリューション創出スキルが,所属

企業内や社会活動で活かされているか。 

例）新事業立ち上げ（内容,規模）,プロジェク

ト実施（内容,規模）,組織変革（内容）,

起業（内容,規模）,出版,論文,講演,報道発

表など 

3)インパクト（その他の間接的な効果） 

・学んだことを他の人に教育や共有したか 

・修了生と連携した活動を行ったか 

・学んだことが、業務において活かされたか 

・学んだことに基づき、環境関連の活動の幅が広

がったか 

・知人に紹介したか 

4)昇格・キャリアアップ 

・希望する環境関連組織へ異動したか 

・環境関連組織で昇格したか 

・環境関連組織ではないが所属する組織で昇格し

たか 

・転職してキャリアアップしたか 

5)その他 

 

4.2 調査対象 

 

高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニ

ット修了生（2005 年度入学生～2009 年度入学生）

44 名を対象として、調査依頼を行い,その結果,17

名について聞き取り調査を実施した。この 17 名

のうち,6 名が環境ＰＯ認定者であった。この期間

の修了生のうち、環境ＰＯ認定者は合計 8名であ

った。 

 

4.3 調査結果 
 

調査結果を整理すると以下の８つの点が明ら

かとなった。波及効果を示したものが図2である。 

 

1） 2009年度実施のJST事後評価時点と比較

して,2 年経過後の現在では,さらに高度環

境政策技術マネジメント人材養成ユニッ

トにおける教育の波及効果が広がってい

る。 
2） 環境ＰＯ認定者 5 名の波及効果の方が,他

の調査対象者の修了生の波及効果よりも

広がりがあった。 
3） 手法型 VPP を実施した環境ＰＯの方が,

テーマ型 VPP を実施した環境ＰＯの方よ

りも波及効果の広がりがあった。手法型

VPP とは新提案のビジネスシステムの内

容が手法に特化したもので,新しいテーマ

に特化したものをテーマ型 VPP とした。 
4） 波及効果の広がりには,リーダー的広がり,

ビジネス的広がり,スキル的広がり,手法

的広がりの 4 タイプが存在した。 
5） リーダー的広がり及びスキル的広がり

は,2011 年度の時点では,波及効果の測定

が限定的になっている。長期的には波及効

果が拡大する可能性がある。 
6） 波及効果の種類には,起業,新規事業立ち

上げ,手法開発,プロジェクト実施,プロジ

ェクト提案,出版,受賞,報道,講演,講義,転
職,異動,重役昇進,進学,後輩指導,スキルが

業務に活きる,研究継続,商品開発,組織づ

くり,人脈拡大,視点拡大があった。 
7） 環境ＰＯ認定制度を導入したことにより,

環境ＰＯ認定者が,在学生の指導を積極的

に行い,社会人・一般学生の縦のつながり

を強化することができた。その結果,本ユ

ニット修了後も,2 週間に 1 回の朝の勉強

会に修了生が参加し,環境問題に関する議

論を 8 年間継続しているという効果もみ

られた。 
8） 環境ＰＯ認定者やその成果が賞を受賞し

（2014 年グッドライフアワード 環境大

臣賞 グッドライフ特別賞受賞,2013 年グ

ッドデザイン・ベスト 100 に選定。特別賞

「グッドデザイン・未来づくりデザイン

賞」受賞,第 3 回生物多様性日本アワード

優秀賞受賞。）,環境ＰＯ認定者が在学生の

目標になっているという効果もみられた。

を 2 年間かけて学生にトレーニングしている。本

手法では，第 1 ステップとして，将来の環境制約

条件，例えば，人口，エネルギー，資源，地球温

暖化，水，食料等というトレンドを可能な限り，

信頼のある国のデータ等を用いて定量的に把握

し，次に，この環境制約条件のもと，考えられる

社会状況を描く。続いて，バックキャスティング

を行う。将来に自分を置き，現在を見つめ,このま

まいくと発生するだろう問題を発見する。特に,
現在のこのライフスタイルは,将来の環境制約下

では実現できないという継続が困難なライフス

タイルにおける問題を発見するのである。そして、

ここで取り上げた問題となる現在のライフスタ

イルが将来実現しないと考えた理由があるはず

であり,実現を妨げる壁を分析し,その壁を越える

方法を探し，最後は，その方法を含んだ心豊かな

ライフスタイルを描くのである。そして,そのライ

フスタイルの実現に必要な商品，サービス，ビジ

ネス,政策等を考案する（図 1）。 

４．壁を越える
方法を探す

３．このままいくと発生するだろう
問題を見つける

１．環境制約条件 －地球1個分－
２．将来の社会状況

実現を妨げる壁

バックキャスティング

５．心豊かな
ライフスタイルを描く

現在 将来

ライフスタイルの問題

 
 
図 1 バックキャストによるライフスタイルデザ

イン手法 
 
例えば，将来エネルギー価格が上昇した社会状

況を想定する。そのような社会では，現在のよう

に自由にテレビ，テレビゲーム，エアコン，冷蔵

庫などの家電製品を使ったライフスタイルが実

現できなくなるという問題が発生する可能性が

高い。ライフスタイルの実現を妨げる壁は，電力

会社から購入している電力のみで暮らしている

電力供給の仕組みである。その壁を越えて，再び

テレビゲームをする楽しい暮らしを考えてみる。

例えば，自分の家で太陽光パネルを設置し，家に

設置した蓄電池に電気をためて，その電気がある

限り，テレビゲームをするという自然エネルギー

を家庭内に導入した新しい心豊かなライフスタ

イルを描くことができるのである。そのために必

要な技術は，自然エネルギーを効率的に蓄電する

電池技術，家庭内の蓄電池からテレビゲームの電

源になるようにつなげるケーブル，自然エネルギ

ーがどれだけたまったのかを見えるようにする

技術，電池のメンテナンスサービスなど様々な技

術，製品，サービスが考えられてくる。バックキ

ャストを用いることで，自分の家で発電，蓄電し，

エネルギー価格を気にせずに自由に楽しみに利

用する新しいライフスタイルが考案できるので

ある。 
他にも,例えば,高齢化社会が到来する将来には,

独居老人が増加する。食費も増大し,エネルギー価

格の増大により,レストランで食事をするのも高

価になる可能性が高い。自分で育てて作るスキル

を失った人々は,心豊かな食事をすることが困難

になる。そこで,公民館などで高齢者が集い,家庭

菜園で育てた野菜を持ち寄り,高齢者からその地

方で伝承されている調理方法や食事を教わるよ

うな異世代交流をしながら食事で集うライフス

タイルが考案できる。独居老人が一人で孤立した

社会よりも心豊かなライフスタイルになるであ

ろう。 
このようにして,バックキャストにより,将来の

ライフスタイルを描く手法をトレーニングし,こ
のライフスタイルを実現する新しい環境ビジネ

スや環境技術を考案することができるのである。 
 
3. 高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニ

ットの養成人材 
 
高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニ

ットでは，「環境課題を解決する企業・行政のビ

ジネスシステムを創出できる人材」を養成し，修

士（環境科学）の学位を授与するものとビジョン

を設定した。その中から，特に優れた問題設定力，

鋭い洞察力，豊かなソリューション立案力，コミ

ュニケーション力，実践力を有するものに対して

「環境 PO（Program Ofcer）認定」を授与するシ

ステムを構築した。対象は主に企業や行政機関の

幹部候補生を想定し，既存のビジネススキルの上

に，環境スキルを付与する教育を想定した。 
大きな教育の特徴の一つとして、VPP(Virtual 

Pilot Project)がある。2010 年以降は呼び方を

PSS(Project for Sustainable Solutions)に修正したが,
課題内容は変更されていない。これは，独自に開

発した教育プロジェクトであり，｢課題を自ら設

定し，変化する 環境状況の中で問題点を認識し，

情報収集を行い，さらに制約因子（時間，コスト，

人，資源）を明確にした後に，最適ソリューショ

ンの提示を行う｣プロジェクトである。バーチャ

ルな課題を設定するだけでなく，実際の企業が抱

える課題を企業と連携することによって取り上

げ，プロジェクトを実施することも可能である。
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環境ＰＯ認定者の成果が出版され,多くの

人に読まれており,在学生の目標になって

いるという例もある。環境ＰＯ認定者の成

果が社会に広まったことによって,入学志

願者数を増加・安定させた効果も確かめら

れた。 
 
5. 考察 
 

バックキャスト手法は,主に社会人学生を対象

としているとはいえ,2年間の修士コースで習得す

るのは難しい。完全に習得するまではいかないま

でも,その重要性及び意味について理解すること

は可能であった。そして,バックキャストを用いた

新ビジネスシステム創出において,新規のテーマ

のビジネスシステムや新規の手法を提案するも

のが創出された。結果的には,テーマ型よりも手法

型のビジネスシステム提案が環境ＰＯ認定者に

おいては多く,波及効果も定性的には手法型の方

が広がりを持つことがわかった。 
これはバックキャスト手法が含まれたビジネ

スシステムがいまだ未開拓であることが大きな

原因であると考えられる。そして,その結果,生み

出される新たなテーマのビジネスは,環境制約が

例えば 2030 年の厳しいものになった段階ではう

まくいく可能性が高まるが,現在の環境制約の中

では成立しにくいものと低評価になることが多

く,10 年経過したものでも実現していない新ビジ

ネスシステムが多数存在する。 
一方で,バックキャストによるライフスタイル

デザイン手法を用いた新たなイノベーション

は,2030 年の長期的なディレクションを示すもの

であり,第一歩をどのように踏み出すかの解を与

えないものであることも明白である。 
今後,バックキャストによるライフスタイルデ

ザイン手法を用いたイノベーションを起こす上

で,その理想的なビジネスに向かうための段階的

な新ビジネスシステムを描き,どのように導くの

かについて検討する必要があることが明らかと

なった。 

 

ヒアリング対象

修了生17名
（5期生まで修了生合計44

環境ＰＯ ６名の

波及効果

1期生1名
2期生1名
3期生1名
4期生1名
5期生2名

類似した住宅リフォーム廃材リサイクル事業

を名古屋、茨城、仙台で立ち上げ

アウトプット アウトカム インパクト

VPPの小電リサイクル事業は、NPO中部リサ

イクル運動市民の会で展開を検討(1期生）

「いいことをやると協力者が増える」このスキ

ルが他の業務にいきている。

修了生と事業協力。東北大の人脈拡大。

環境ゲームを検討し、バンダイナムコへ提案

した。（2期生）

ＶＰＰの「つくり家」というビジネスを展開中（3
期生）

鳥瞰的視座、他の立場で思考可能に。

ＶＰＰ の生物ゲームが、エコジャパンカップ
グランプリコミュニケーション大賞を受賞

『生物多様性・生態系と経済の基礎知識』を

共著

生物多様性条約市民ネットワーク普及啓発作

業部会事務局長、ＮＧＯ群を束ねる役割

ＮＰＯ法人サステナブルソリューションズ～小

さな渦を育てる杜～の立ち上げ

修了生・在学生からなる朝の勉強会開催

生物多様性条約市民ネットワーク運営委員会

「生態系と生物多様性の経済学作業部会長」

「海と田んぼのグリーン復興プロジェクト（東

北大学大学院生命科学研究科生態適応ＧＣ

ＯEと連携）」「一般社団法人ＣＥＰA ＪＡＰＡＮ

監事」「ＮＧＯネットワーク 地球サミット2012 
Japan副代表政策チームリーダ」「グリーンエコ

ノミーに関する政策提言マルチステークホル

ダーダイアログ実施」

入学候補者紹介

環境関連部署に異動

バックキャスティング手法習得

東北大学大学院博士課程に進学

「共有電池」によるコミュニティづくり（仙台市）、

「被災地支援」、「パークレット」ビジネス、「イ

ンハウス・ファーム」ビジネス、90歳ヒアリング

のスマートシティ導入

90歳ヒアリング手法の宮城県調査実施。金沢、

高知、宇和島、熊本、秋田、岩手等へ展開中。

90歳ヒアリング本出版予定（日経ＢＰ、東北大

学出版会）。

ＮＨＫの時論公論にて紹介。

「市民が創る環境のまち元気大賞」2011入賞

修了生宮城県庁の人と、排水、瓦礫処理

修了生の紹介で他企業の社長同士の会談

学位取得により社内地位向上

本社と研究科の連携が密に

研究科エコラボ建設に関与

震災後の石巻支援先を研究科に紹介

仙台市景観検討委員会に関与

人脈を使い、サバイバルの仕方集配布

被災地視察のアテンド

ソリューション創出論の教材に引用環境戦略コンサル企業を起業（4期生）
ビジネススクールへ2年間夜間で通学

復興支援プロジェクトを立ち上げ

コーズマーケティングプログラム

ソーシャル・メディア遡及型クリック募金

ＣＳＲモニターやＣＳＲサイト制作事業

ワードバンク事業

鳥瞰的視点

トレードオフ関係にある課題の解決

理論と実践のバランス

タイムマネジメント

SEMSaTの人的ネットワーク

環境と経営の視点やバランス感覚

チーム作り・組織作り・人脈づくり・アライアン

スづくり・事業の融合

ライフスタイル・デザイン手法開発（5期生）

自社の環境技術経営研究グループにて、ライ

フスタイル・デザイン手法による商品化展開。

エコライフスタイル研究が現職の研究テーマ
鳥瞰的な見方

SEMSaTと共同研究継続

企業派遣学生継続

SEMSaT人脈を利用したビジネス展開検討

ソリューション創出論の基盤構築

ライフスタイル・デザイン、ワークスタイル・デ

ザイン、ライフスタイル研究へ展開

ライフスタイル系の本2冊出版

国立科学博物館にライフスタイル絵巻出展

モノづくり推進会議・ワークショップ

手
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及
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図 2 高度環境政策技術マネジメント人材養成ユニットの波及効果 




